

































































ィ」 「実母・義母の育児への関わり」 「母親の育児観」 「支援者としての夫と
の関係」 「母親を取りまく撫境」の要因が影響しているため、それらの要因を
考慮した保健指導がなされる必要があると思われる。
結論: 1.子どもが肥満傾向にある母親は、食生活において「味付けが濃い」
r過食」 「早食い」 、運動はもともと嫌いなものが多い傾向がある。その背景
に寮母の育児を自分の育児に生かしている率が高く、太っている体型は健康で
あるという琵織が強い、また育児は母親役割であるという認識が憩い傾向がみ
られる. 2.母親の肥満に対する保健行動への準備状態は整っていない現状に
おいて日密生措習慣の改変が難しい。この現状に対して具体的な保健指導体制
の確立が望まれる。
